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醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要
厳
修

　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要
は
、
去
る
令

和
六
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
の
五

日
間
に
わ
た
り
、
各
種
の
法
要
が
下
醍
醐
、
上
醍
醐
で

営
ま
れ
ま
し
た
。

　

醍
醐
寺
は
、
こ
の
大
法
要
厳
修
を
も
っ
て
、
継
承
す

べ
き
三
つ
の
法
流
、『
真
言
密
教
』『
恵
印
法
流
』『
三
論
』

を
彰
か
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

開
白
に
当
た
る
十
一
月
十
四
日
、
下
醍
醐
で
は
午
前

九
時
よ
り
清
瀧
宮
拝
殿
に
て
大
原
弘
敬
執
行
長
導
師
の

も
と
「
鎮
守
法
楽
大
般
若
転
読
法
要
」
を
厳
修
。
続
い

て
午
前
十
時
半
よ
り
金
堂
に
て
壁
瀬
宥
雅
座
主
猊
下
導

師
の
も
と
「
竪
義
会
平
座
理
趣
三
昧
法
要
」、
午
後
二

時
か
ら
壁
瀬
座
主
猊
下
探
題
の
も
と
華
厳
宗
大
本
山 

東
大
寺
の
助
力
を
得
て
「
竪
義
会
」
を
厳
修
い
た
し
ま

し
た
。

　

同
日
、
上
醍
醐
で
は
、
午
後
一
時
、
奈
良
・
千
光
寺

別
当 

大
塚
静
遍
大
僧
正
導
師
の
も
と
「
如
意
輪
観
世

音
供
並
醍
醐
寺
第
一
世
観
賢
大
徳
千
百
年
忌
平
座
理
趣

三
昧
法
要
」
を
厳
修
。
ま
た
、
午
後
二
時
か
ら
は
、
山

伏
と
参
拝
者
で
埋
め
尽
く
す
五
大
堂
前
に
て
大
原
執
行

長
大
祇
師
の
も
と
、
上
醍
醐
に
お
い
て
は
お
よ
そ
二
十

年
ぶ
り
に
「
柴
燈
大
護
摩
供
」
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
十
五
日
に
は
、
午
前
十
時
よ
り
、
金
堂
に

て
大
原
執
行
長
大
祇
師
の
も
と
、
醐
山
青
年
連
合
会
が

中
心
と
な
っ
て
「
恵
印
三
昧
耶
法
要
」、
午
後
二
時
か

ら
は
祖
師
堂
に
て
醍
醐
寺
顧
問 

三
重
・
大
宝
院
住
職 

岩
鶴
密
雄
大
僧
正
導
師
の
も
と
「
開
山
理
源
大
師
報
恩

謝
徳
平
座
理
趣
三
昧
法
要
」
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
日
の
十
六
日
に
は
、
午
前
九
時
よ
り
、
金
堂
に
て

壁
瀬
座
主
猊
下
導
師
の
も
と
「
庭
儀
舞
楽
大
曼
荼
羅
供

法
要
」
を
厳
修
。
法
要
後
、
引
き
続
き
「
宗
内
功
労
者

表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

四
日
目
の
十
七
日
は
、
午
前
十
一
時
よ
り
金
堂
に
お

い
て
真
如
苑
苑
主 

伊
藤
真
聰
猊
下
導
師
の
も
と
慶
讃

法
要
と
し
て
「
真
如
済
摂
会
」
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
願
に
当
た
る
十
八
日
は
、
午
前
九
時
よ
り
清
瀧
宮

拝
殿
に
て
田
中
祐
考
伝
法
学
院
長
導
師
の
も
と
「
鎮
守

法
楽 

神
祇
講
式
」
を
厳
修
、
午
前
十
一
時
よ
り
金
堂

に
て
壁
瀬
座
主
猊
下
導
師
の
も
と
「
准
胝
観
世
音
供
並

中
興
准
三
后
義
演
座
主
四
百
回
忌
・
百
二
世
座
主
文
雄

大
僧
正
十
三
回
忌
平
座
理
趣
三
昧
法
要
」、
そ
し
て
結

願
と
し
て
午
後
二
時
、
下
醍
醐
・
不
動
堂
前
に
て
奈
良
・

大
峯
山
寺 

龍
泉
寺
住
職 

岡
田
悦
雄
僧
正
大
祇
師
の
も

と
「
柴
燈
大
護
摩
供
」
を
厳
修
。
五
日
間
に
及
ぶ
大
法

要
は
、
無
魔
成
満
い
た
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
心
配
さ
れ
た
天
候
も
大
き
く
崩
れ
る
事
な

く
、
開
白
、
結
願
両
日
に
至
っ
て
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
各
法
要
に
は
参
座
さ
れ
た
方
と
と
も
に
、
多

く
の
一
般
参
詣
者
も
歩
み
を
と
め
て
各
々
祈
り
を
奉
じ

ら
れ
て
お
り
、
全
山
慶
祝
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
五
日
間

で
し
た
。
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醍醐寺開創1150年

慶讃大法要
令和6年11月14日㈭～11月18日㈪

恵印三昧耶法要　金堂にて祖師堂における法要

庭儀舞楽大曼荼羅供法要　表白　金堂にて 庭儀舞楽大曼荼羅供法要　進列

開山堂における法要

上醍醐・五大堂前における柴燈大護摩供竪義会　金堂にて
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聖
天
堂
等
修
理
に
つ
い
て
の
ご
報
告

　

以
前
よ
り
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、

三
宝
院
内
の
聖
天
堂
並
び
に
純
浄
観
か
ら
弥
勒
堂
に
続

く
渡
り
廊
下
を
、
こ
の
度
、
多
額
の
ご
寄
付
に
よ
り
、

順
次
修
理
を
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
ず
は
、
聖
天
堂
屋
根
の
工
事
を
令
和
六
年
八
月
か

ら
十
二
月
ま
で
行
い
、
聖
天
堂
渡
り
廊
下
と
純
浄
観
か

ら
弥
勒
堂
に
続
く
渡
り
廊
下
に
つ
い
て
は
令
和
七
年
一

月
よ
り
開
始
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。ご
浄
心
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
敬
称
略
・
順
不
同
と
な
り
ま
す

　

山　

口　
　

西
福
寺　
　
　
　

西
坂
栄
峰

　

香　

川　
　

利
益
院　
　
　
　

髙
畑
隆
憲

　

三　

重　
　

大
宝
院　
　
　
　

岩
鶴
密
雄

　

香　

川　
　

道
隆
寺　
　
　
　

和
気
正
真

　

大　

阪　
　

石
切
観
音
院　
　

井
本
香
如

　

ま
た
、
今
回
聖
天
堂
等
の
施
工
を
請
け
負
っ
た
株
式

会
社
山
喜
建
設
（
京
都
府
相
楽
郡
・
代
表
取
締
役
社
長

　

田
中
啓
太
）
に
は
、
令
和
六
年
九
月
に
上
醍
醐
防
災

道
路
を
ご
奉
仕
に
て
復
旧
工
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
慶
讃
法
要
の
準
備
等
を
円
滑
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
厚
志
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年 

慶
讃
事
業

　「
法
流
の
杜
」
に
つ
い
て
の
ご
報
告

　

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
現
在
、
宗
派
の
皆
様
よ
り

七
千
五
十
二
万
九
千
百
四
円
の
義
納
金
を
お
納
め
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
令
和
の
大
植
樹
」
と
し

て
広
く
一
般
に
勧
募
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
行
政
協
議

に
時
間
を
要
し
て
お
り
ま
す
が
、
伐
根
と
仮
設
園
路
に

つ
き
ま
し
て
は
許
可
を
得
ま
し
て
、
工
事
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
慶
讃
大
法
要
に
先
立
ち
、
去
る
令
和
六
年
十
一

月
十
三
日
、
午
後
一
時
、
壁
瀬
宥
雅
座
主
猊
下
導
師
の

も
と
「
法
流
の
杜
」
竣
工
式
を
金
堂
西
側
の
灌
頂
院
跡

地
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

下醍醐・不動堂前における柴燈大護摩供 真如済摂会（慶讃法要）　金堂にて

法要の様子

旧三宝院灌頂院跡
石碑
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▼
宗
務
所
移
動

七
月
一
日

　

任
新
潟
宗
務
所
所
長　
　

成
就
院�

富
所　

泰
之

　

任
新
潟
宗
務
所
副
所
長　

胎
藏
院�

山
田　

公
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
谷
寺�

山
岸　

秀
瑛

　

任
新
潟
宗
務
所
代
議
員　

満
願
寺�

栗
田　

秀
佑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
院�

鷲
尾　

明
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
動
院�

海
南　

良
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
乗
院�

渡
部　

隆
敬

七
月
六
日

　

任
三
河
西
部
宗
務
所
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
善
院�

朝
岡　

弘
道

▼
住
職
・
主
管
者
任
命

七
月
八
日

　
　
　

東　

京　
　
　

北
真
教
会�
田
中　

隆
嗣

八
月
十
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

林
光
院�

（代）
坂
本　

正
文

▼
住
職
・
主
管
者
退
任

七
月
八
日

　
　
　

東　

京　
　
　

北
真
教
会�

田
中　

隆
敏

▼
責
任
役
員
任
命

七
月
八
日

　
　
　

東　

京　
　
　

北
真
教
会�

関
口
登
美
雄

�

関
口　

民
義

八
月
十
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

林
光
院�

岡　
　

直
哉

�

岡　
　

尚
人

九
月
二
十
六
日

　
　
　

高
知
（直）　
　
　

黙
堂
寺�

岩
本　

雅
浩

�

南　
　

妙
蓮

�

澤
居　

茂
治

十
月
二
日

　
　
　

和
歌
山
（直）　
　

宝
乗
院�

土
井　

早
紀

�

土
井　

直
孝

十
月
三
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

不
動
寺�

草
柳　

敦
子

�

三
木　

正
樹

�

太
田　

昌
宏

十
月
四
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

萬
覺
院�

大
淵　

園
生

�

酒
井　

松
美

十
月
十
二
日

　
　
　

尾　

張　
　
　

大
龍
院�

林　
　

高
史

�

林　
　

春
美

十
月
二
十
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

歓
弘
山
不
動
寺�

平　
　

千
尋

�

藤
澤　

寛
秀

十
月
二
十
一
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

金
剛
寺�

奥
山　

英
明

�

瀨
尾
美
由
紀

　
　
　

三　

重　
　
　

安
養
寺�

岩
鶴　

密
雄

�

瀬
戸
口
真
子

▼
総
代
委
嘱

七
月
八
日

　
　
　

東　

京　
　
　

北
真
教
会�

本
𣘺
フ
ク
イ

�

中
橋　

弘
幸

�

中
橋　

政
徳

八
月
十
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

林
光
院�

岡　
　

直
哉

�

岡　
　

尚
人

九
月
二
十
六
日

　
　
　

高
知
（直）　
　
　

黙
堂
寺�

森
田　

耕
市

�

小
松
美
代
子

�

福
島　

彰
夫

十
月
二
日

　
　
　

和
歌
山
（直）　
　

宝
乗
院�

原
井
志
穂
美

�

原
井　

澄
夫

�

鈴
木　

千
草

十
月
三
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

不
動
寺�

森
川　

靖
明

�

小
橋　

健
士

�

赤
石　

憲
俊

十
月
四
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

萬
覺
院�

保
科　

松
生

�

丸
山　

高
紀

�

江
畠　

孝
夫

十
月
五
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

法
音
寺�

笹
沼　

孝
男

�

藍
川　

道
代

�
笹
沼　

文
代

十
月
十
六
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

金
剛
寺�
谷
本　

典
子

�

田
中　

千
景

�

岡
田　

耕
一

十
月
二
十
日

録
　
事

　
　
　

大　

阪　
　
　

歓
弘
山
不
動
寺�

唐
渡　

房
子

�

大
島
紀
美
子

�

中
島　

澄
子

�

中
島　

貴
久

�

山
崎　

和
也

十
月
二
十
一
日

　
　
　

北
海
道　
　
　

金
剛
寺�

田
中　

俊
行

�

侘
美　

詳
子

�

宮
島　

有
紀

　
　
　

神
奈
川
（直）　
　

大
明
王
院�

佐
藤　
　

充

十
月
三
十
一
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

教
学
院�

矢
島　

輝
代

�

下
村　

健
治

�

江
村　

己
好

▼
褒
賞
下
付

十
月
二
十
七
日

　
　
　

広　

島　
　
　

万
年
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
工
藝�

宮
本　

我
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
彫
刻�

中
村　

恒
克

　
　
　
　
　
　

大
進
美
術
株
式
会
社�

小
林　

清
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
和
堂�

立
川　

恒
輝

▼
承
認
・
証
明

十
月
五
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

法
音
寺

�

規
則
変
更
承
認
の
件

　
　
　

広
島
（直）　
　
　

法
泉
院

�

規
則
変
更
承
認
の
件

十
月
十
五
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

石
切
観
音
教
会

�

名
称
変
更
承
認
の
件

�

（「
石
切
観
音
教
会
」か
ら「
石
切
観
音
院
」へ
変
更
）

十
月
二
十
五
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

西
内　

克
修

�

資
格
証
明
書
下
付
の
件

▼
死
亡

四
月
二
十
九
日

　
　
　

三　

重　
　
　

少
僧
都�

服
部　

俊
慶
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　　 別冊　宗派だより　令和６年12月号

第
六
十
三
回
全
真
言
宗
教
誨
師
連
盟　

太
融
寺
大
会

　

令
和
六
年
十
月
七
日（
月
）
～
十
月
八
日（
火
）　

太
融
寺
本
坊

　
　

出
席
：
仲
田
順
英 

総
務
部
長

『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議　

第
三
十
八
回
教
団
行
政
責
任
者
研
修
会

　

令
和
六
年
十
月
八
日（
火
）　

午
後
一
時　
　
　
　

京
都
東
急
ホ
テ
ル　

雅
の
間

　
　

出
席
：
西
内
脩
観 
師

第
六
十
二
回
密
教
教
化
賞
・
第
五
十
六
回
密
教
学
芸
賞
授
賞
式

　

令
和
六
年
十
月
十
日（
木
）　

午
前
十
一
時　
　
　

醍
醐
寺
霊
宝
館

　
　

出
席
：
壁
瀬
宥
雅 

座
主　

ほ
か
内
局

真
言
宗
布
教
連
盟　

第
六
十
回
全
真
言
宗
青
年
教
師
布
教
研
修
会　

真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会

　

令
和
六
年
十
月
十
六
日（
水
）
～
十
月
十
八
日（
金
）

　
　

広
島　

尾
道
市　

真
言
宗
泉
涌
寺
派　

大
本
山
浄
土
寺

　
　

出
席
：
飯
田
俊
海 

課
長
補
佐
、
武
智
宏
教 
師

京
都
府･

京
都
府
宗
教
連
盟･

同
宗
連　

令
和
六
年
度
宗
教
法
人
関
係
者
人
権
問
題
研
修
会

　

令
和
六
年
十
月
十
八
日（
金
）　　

京
都　

真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー　

し
ん
ら
ん
交
流
館

　
　

出
席
：
浦
郷
宜
右 

教
学
部
長

親
授
式

　

令
和
六
年
十
月
二
十
九
日（
火
）　

午
前
十
一
時　
　

三
宝
院
本
堂

　
　

新
住
職

　
　
　

愛
知
県　
　

文
殊
院　
　
　
　
　
　

朝
岡
弘
道 

師

　
　
　

東
京
都　
　

北
真
教
会　
　
　
　
　

田
中
隆
嗣 

師

梵
字
悉
曇
伝
授　

第
一
会

　

令
和
六
年
十
月
一
日（
火
）
～
十
月
二
日（
水
）　　

研
修
棟

　
　

伝
授･

悉
曇
阿
闍
梨
：
種
智
院
大
学　

児
玉
義
隆 

副
学
長

全
真
言
宗
青
年
連
盟
第
四
十
四
回
結
集
醍
醐
大
会

　

令
和
六
年
十
月
八
日（
火
）　　
　
　

金
堂
・
霊
宝
館

遍
照
心
院
順
和
大
僧
正　

一
周
忌
法
要

　

令
和
六
年
十
月
十
九
日（
土
）　　
　

午
前
十
一
時　
　
　
　

金
堂

五
大
力
総
会

　

令
和
六
年
十
月
二
十
三
日（
水
）　　

午
前
十
時
三
十
分　
　

柴
燈
護
摩
供　

柴
燈
護
摩
道
場

醍
醐
寺
霊
宝
館
秋
期
特
別
展

　

令
和
六
年
十
月
十
二
日（
土
）
～
十
二
月
三
日（
火
）　　
　
　
霊
宝
館
本
館
・
平
成
館

　
　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
記
念
『
文
化
財
の
継
承
』

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写
し

を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（『
宗
教
法
人
法
』
第
二
十
五
条
第

四
項
）。

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類
の

写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
詳
細
は
、
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び
に

非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員
及

び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
任
期
満
了
に
な

ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

既
に
宗
費
賦
課
金
の
請
求
書
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
宛
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
ご
ざ
い
ま
す
場
合
は
、
お
早
目
の
納
付
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
事
業
義
納
金
や
各
種
お
支
払
い
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務

本
庁
財
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

教
学
部
よ
り

寺
庭
の
つ
ど
い
お
よ
び
教
学
研
修
会

　

令
和
六
年
十
二
月
十
四
日（
土
）

　

法　
　

話
：
真
言
宗
醍
醐
派
管
長　

壁
瀬
宥
雅 

大
僧
正

　

特
別
講
演
：
大
本
山
石
山
寺
座
主　

鷲
尾
龍
華 

僧
正

梵
字
悉
曇
伝
授　

第
二
会

　

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日（
火
）
～
十
二
月
十
八
日（
水
）　

研
修
棟
（
Z
o
o
m
受
法
可
）

　
　

伝
授･

悉
曇
阿
闍
梨
：
種
智
院
大
学　

児
玉
義
隆 

副
学
長

　
　

※
詳
細
情
報
お
よ
び
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

伝
法
灌
頂
開
壇

　

令
和
六
年
十
二
月
二
十
三
日（
月
）

　
　

※
入
壇
希
望
の
方
は
教
学
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
醍
醐
入
山
に
つ
い
て

　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
を
記
念
し
て
、醍
醐
寺
開
創
の
地
で
あ
る
上
醍
醐
へ
よ
り
多
く
の
方
に
登
っ

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
十
一
月
十
四
日
よ
り
上
醍
醐
の
入
山
料
を
無
料
に
い
た
し
ま
し
た
。

五
重
大
塔
納
経
法
要
に
つ
い
て

　

本
年
十
月
を
も
っ
て
、
毎
月
二
十
九
日
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
五
重
大
塔
納
経
法
要
は
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
醍
醐
市
は
十
二
月
二
十
九
日
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

初
祈
祷
授
戒
会

　

令
和
七
年
一
月
五
日（
日
）　

午
前
十
時　
　
　
　
　
柴
燈
護
摩
道
場
・
金
堂　

初
聖
宝
会

　

令
和
七
年
一
月
六
日（
月
）　

午
前
十
一
時　
　
　
　
上
醍
醐　

開
山
堂
・
伽
藍　

祖
師
堂

後
七
日
御
修
法

　

令
和
七
年
一
月
八
日（
水
）
～
一
月
十
四
日（
火
）　

京
都　

総
本
山
教
王
護
国
寺

　
　

出
仕
：
北
海
道　

大
心
寺　

権
大
僧
正　

荻
原
隆
朝

醍
醐
寺
オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル
「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ 

こ
こ
ろ
の
修
行
体
験
」

　

令
和
七
年
三
月
八
日（
土
）、　

同
年
五
月
十
日（
土
）

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

醍
醐
寺
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

宗
派
だ
よ
り

←お申し込みは
　こちらから
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醍醐寺開創1150年慶讃事業義納金について

［お問い合わせ］宗務本庁 TEL：075-571-0002

　今般の義納金は、醍醐寺開創以来1150年に亘って受け
継がれてきた法流伝承の象徴として「法流の杜」を整備
するための大切なものです。
　詳細はお手元のパンフレットをご確認いただき、是非
お早目の納入をお願いいたします。
　ご不明点は宗務本庁までお問い合わせください。

真言宗醍醐派公式ホームページのURLは、

https://www.daigo.ne.jp/ です。

宗派内ページ（ログインが必要※）からは、所轄庁
提出書類（収支計算書、財産目録、境内建物に関す
る書類）のひな型や責任役員、総代任命などに関す
る書類、僧階昇補、住所変更等に関する書類などが
ダウンロードできます。また、寺院・教会名簿など
も閲覧できますので、是非ご活用ください。

※宗派内ページへのログインパスワードは、 shoubou1145 です。


